
肉用牛集団育種推進事業における日本短角種雌牛の血統と体型

( 描 拭 肉牛部)

日本短角種の改良は、エリート集団を作出しその集団から種雄牛や基礎雌牛の生産供

給を行う中核育種集団方式がとられてきた。今回、そのエリート集団800顕 の血統と

体型の分析をしたので日本短角種の今後の改良方向として以下に示す。

O 昭 春U62年 度における集団の平均世代間隔は、7. 2年 で雌雄とも 10才 以下を供

用すれば年当り改良量が1.11倍 となる。 (表-1)

○ 雌 牛の近交係数 10%以 上が4.5%お り、親子、兄弟交配がないよう注意する。

血縁係数は4～ lo%台 で人工授精実施地域が低い。 (表-2)

誕生年次別に!みた近交係数の上昇は、年当り0,1%で ありそれほど高くない。

(図-1)

O 種 雄牛の遺伝的寄与率は、 「山耕系」が最も高くt次 いで 「蓋藤系」である。次年

度交配予定の種雄牛について、その産子の近交係数を示し対策を指導した。

O 体 型でtま、岩泉、川井地区が全体的に優れてt るヽ。体尺測定値では、胸幅、 寛 幅以

外は標準値を上回った。地域別では、岩泉、山形、川井が体重、胸囲、胸深で、山形、

玉山が休高で、川井が休長で、山形、川井が尻長、腰角幅で他の地区より大きい。

また、栄養度指敗は岩泉、山形、川井が高く過肥ぎみである。誕生年次別では各部

位とも年々大きくなっており、体のバランスでは体重、胸深、 寛 幅が大きく、十字

部高、体長、胞囲が小さくなる傾向がある。 (表-3、 表-4、 表-5)
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表 野 回帰から求めた51年 挺生牛と60年 挺生牛の測尺値の比敏

51年 80年

測尺値 体 高比  測 尺値 体 高比

0。0～1 . 0え8 7顕
| . 0～2 . 0  1 4
2 . 0 3ヽ . 0   4
3 . o～4. o  2 1
4 . o～5, 0   1
5 . 0～8. 0   1
6,0-7.0    8

7,0～8,0    5
8.0～9,0    ‐、
9 , 0 - 1 0 . 0   1 _

1 0 . 0～15 1 o  8

1 5 , 0～20 , 0  1

2030~       1

54鼠買

16

3

11

2

1

4

42頭

16

l

l

6

2

2

顕０

８

１

２

　

一

５

２

１

　

一

９

８

６

９

一

３

２

　

一
　

一

顕 125顕
10

1 1

2

Ｘ
ｘ
△

Ｘ
▲

Ｘ
Ｘ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

▲
▲
△

０
△

△
▲

△

Ｘ
△

Ｘ
ｘ
△

Ｘ

Ｘ
△

△

Ｘ
ｘ
Ｘ

０
０
０

０
０

０
０

△
Ｏ
Ｏ

Ｘ
Ｘ
△

△

ｘ
△
△

△
△
Ｘ

０
０
０
０
０

０
０

０
０
０

胸
期
町
艇
報

Ｒ
負

難
跡
は

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

△

△

ｘ
０
０

△
△
△
△

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

△
△

△
▲

Ｘ

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
△

ｘ
△

Ｘ

Ｘ
△

Ｃ
Ｘ

Ｘ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
△

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

△

Ｘ

０
０

０

△
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｘ

Ｏ
△

△

Ｘ
Ｏ
△
Ｏ

△
△
Ｏ
△

△

Ｘ

中巾帥巾中巾巾中的舶中『触脇

一
　

５

　

，

”
　

３

１

o破れる △Ⅲほ注 x第 る

彦Ⅲ″彼 間定癒の地区,Jlし`食安

区 分  岩 Aは 1形!11井安代 玉山 な上

差位
Ｆ
ｐ

食
回

却
　
　
　
　
　
角
ん
■

体

体

十

体

胸

胸

胸
尻

順

わ、
埜

管

目&   651.4
高  131.5
高  132.6
長  181.8

囲  207.1
'無   74.1
幅  5 0 , 9
長  5 6 . 2
幅  5 9 , 7
幅  5 0 . 0
幅  3 8。4

囲  1 9 . 0

684.7   511.4

133.9   100.0

134,1   loO.1

162,9   121・7

209.9   156・8

76.0    55.8

52.4    39・1

57.0    42,6

60,1    41.9

52.4    39.1

37.3    27.9

19.5    14,S

30.3  k8

2.4  cH

l . 5

1 . 1

2 . 8

1 , 9

1 . 5

0 . 8

0 . 4

2 . 4

0 。9

0 . 5

497.6

100.0

100.8

123.0

157.5

58.3

38.7

42・7

45。4

38.0

27.7

1 4 . 4

■ 4 9 “ ' 8 史 5 4 勇 S e  S 7  5 3  5 9 何

-126-




